
 

令和３年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 福島県 】 

学校名【 いわき市立勿来第一中学校 】 

１実践テーマ  Ⅴ  

２実施対象者 

（学 年 ･人 数） 
全校生 ２１５名 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（ 総合的な学習の時間 ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

○オリンピック陸上競技日本代表選手の講話を聞かせ、夢の実現

のために努力することの大切さを学ばせる。 

○実技指導を通して、オリンピアンの技術のすごさを知らせ、向 

上心を持って取り組むことの大切さを実感させる。 

５ 取組内容 ○講演会（全校生徒） 

演題 「夢・目標を叶えるために大切なこと」 

講師 北京オリンピック陸上競技日本代表選手 

   女子 400m、4✕400m リレー日本記録保持者 

  千葉 麻美 様 

 ・子どものころ、将来の夢 

・夢、目標を叶えるために大切なこと 

・オリンピックの実際 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



○陸上実技指導 

 ・速く走るためのコツ ・短距離走 

 

６ 主な成果 

 

○講演会を通して、走る楽しさ、体を動かす楽しさを感じるとと

もに、スポーツの意義や価値などへの理解･関心が高まり、生

涯を通じて主体的にスポーツに参画する意識が強くなった。 

○講演後に実施したアンケートでは、「オリンピック・パラリン

ピック競技や選手への関心が高まった」に対して、全くそう思

う、だいたいそう思う生徒が93.2％、「オリンピアンの実技指

導を体験し、スポーツの魅力を感じた」に対しては96.6％、

「夢に向かってあきらめない、努力することは、大切である」

に対しては99.3％であった。 

○生徒の感想として、何事にも諦めずに取り組んでいきたい、ポ

ジティブな心を持ち、いろいろなことに挑戦し、自分の夢や目

標を実現したいとの感想が多く見られた。 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

○福島県出身のオリンピアンを講師として依頼し、講演だけで

なく、実技指導や体験の時間を設定することにより、生徒に

走る楽しさ、体を動かす楽しさを実感させた。 

○本校は、生徒が夢や希望を持って努力することによって、自分

の成長を実感し、さらに伸びたい学びたいと意欲的に学校生活

を送る学校を目指している。昨年に引き続き推進事業として行

った講演会を通し、夢を実現するために、あきらめない心、努

力する姿勢が大切と考える生徒がより多く見られるようにな

り、日頃から夢を大切にさせる学校運営ビジョン推進につなが

った。 

８主な課題等 ○コロナウイルス感染防止を優先したため、講演会以外の事業は

制限せざるを得なかった。 

○全校生徒を対象に、速く走るためのコツの実技指導を校庭で受

けることができた。天候により、屋内で実施せざるを得ない場

合、同じ効果を上げるのは難しい。 

９来年度以降の

実施予定 

○夢や希望をテーマにした講演会や生徒が意見を交換する場を

設定していきたい。 

 


